
ごあいさつ

3 ごあいさつ

岐
阜
の
未
来
へ絆

づ
く
り

東
京
岐
阜
県
人
会
の

１
１
０
周
年
を
迎
え
て

岐
阜
県
知
事　

古
田　

肇

東
京
岐
阜
県
人
会
会
長 

立
川 

敬
二

春
た
け
な
わ
の
折
柄
、
皆
様
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
、
東
京
岐
阜
県
人
会
は
１
１
０
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
創

立
は
な
ん
と
１
９
０
２
年
と
い
う
こ
と
で
す
。
爾
来
、
時
代
の
変
化
に
揉
ま
れ

な
が
ら
も
、
綿
々
と
継
続
し
て
今
日
に
至
っ
た
こ
と
は
、
岐
阜
県
出
身
者
が
出

身
地
「
岐
阜
」
を
自
分
の
ル
ー
ツ
と
し
て
意
識
し
、
ま
た
、
故
郷
と
し
て
愛
着

を
感
じ
て
き
た
故
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
人
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
１
１
０
周
年
記
念

行
事
を
次
の
よ
う
に
実
施
す
べ
く
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
積
極
的

な
参
加
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
成
功
裡
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
１
１
０
周
年
記
念
総
会
（
11
月
）	

	
	

	

新
会
場
で
昨
年
以
上
の
参
加
を
得
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
催
し

物
を
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
。

（
２
）
１
１
０
周
年
記
念
講
演
会
（
7
月
）	

	
	

	

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
た
川
口
淳
一
郎
宇
宙
科
学
研
究
所
教
授
の
講
演
と
懇
親
会
。

（
３
）
１
１
０
周
年
記
念
会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
平
成
25
年
3
月
末
ま
で
）

新
会
員
の
勧
誘
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

（
４
）
１
１
０
周
年
記
念
「
岐
阜
ネ
ッ
ト
」
の
発
行
（
秋
）		

	

会
員
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
岐
阜
県

政
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
東
京
岐
阜
県
人
会
が
誕
生
し
て
１
１
０
周
年
の
節
目
の
年

と
な
り
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た「
第
67
回
国
民
体
育
大
会
・
第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
半
世
紀
振
り
に
岐
阜
県
全
域
を
会
場
に
、
国
内

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
か
つ
約
80
万
人
の
方
々
が
出
会
い
、
交
流
を
深
め

る
壮
大
な
舞
台
が
整
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
岐
阜
県
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ「
清
流
」
の
名
を
冠
し
た「
ぎ
ふ

清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
を
何
と
し
て
も
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
三
つ

の
分
野
で
そ
の
成
果
を
県
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は「
県
民
総
参
加
」
で
す
。
合
い
言
葉
に
掲
げ
た「
輝
け　

は
ば
た

け　

だ
れ
も
が
主
役
」
が
示
す
と
お
り
、
と
に
か
く
身
近
な
自
分
に
出
来
る
形

で
両
大
会
に
参
加
し
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
主
役
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
深
ま
っ
た
地
域
の
絆

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
更
に
は
地
域
医
療
、
地
域
福
祉
の
向
上
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
絆
、
地
域
の
絆
の
再
生
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
力

強
い
復
興
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
両
大
会
を
日
本「
再
生
」

の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
両
大
会
を「
県
の
未
来
に
つ
な
が
る
大
会
」
に
し
な
く
て
は
な
り

ア
．
記
念
連
続
座
談
会
の
実
施

●
一
回
目	

若
者
を
中
心
と
し
た
座
談
会	

テ
ー
マ「
絆･

若
者･

県
人
会
」

●
二
回
目	

女
性
で
構
成
す
る
座
談
会	　

テ
ー
マ
未
定

●
三
回
目	

幹
部
で
構
成
す
る
座
談
会	　

テ
ー
マ
未
定

こ
の
う
ち
第
一
回
目
の
座
談
会
は
、
今
号
（
57
号
）
に
そ
の
模
様

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
若
者
ら
し
い
闊
達
な
意
見
が
飛
び
交
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
県
人
会
の
運
営
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
．	

記
念
特
別
投
稿
の
実
施

ス
ペ
ー
ス
を
大
幅
に
拡
張
し
、
投
稿
者
の
意
思
を
最
大
限
尊
重
し

て
掲
載
し
ま
す
。

ウ
．
１
０
０
周
年
以
降
10
年
間
の
年
表
を
作
成
す
る
。

（
５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

新
た
に
始
め
た
「
岐
阜
県
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
他
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

委
員
会
で
毎
月
一
回
定
期
的
に
更
新
紹
介
で
き
る
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
す
べ
く
現
在
検
討
中
で
す
。

会
長
就
任
挨
拶
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
県
人
会
は
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
東

京
に
住
む
方
々
が
、
そ
の
絆
を
基
に
、
お
互
い
に
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
ふ

る
さ
と
岐
阜
県
」
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

１
１
０
周
年
を
機
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
一
層
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。
両
大
会
は
決
し
て
一
過
性
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
県
内

の
自
然
、
観
光
、
芸
術
、
文
化
、
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
あ
ら
ゆ
る
魅
力
の
発
信
に

つ
な
が
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。「
岐
阜
の
宝
も
の
」
を
核
と
し
た
新
た

な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
や
新
た
な
県
産
品
の
開
発
、
若
者
流
出
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
人
、
モ
ノ
を
呼
び
込
む
地
元
中
小
企
業
の
秘
め
た
力
の
ア
ピ
ー
ル

な
ど
を
、
開
催
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
終
了
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は「
天
皇
杯
、
皇
后
杯
の
獲
得
」
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
同
時

に
、
高
い
競
技
力
を
両
大
会
終
了
後
も
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
た
め
、
選
手
・
指
導
者
の
定
着
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
、
学
校
、
企

業
、
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
た
強
化
体
制
の
整
備
・
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
地
で
開
催
さ
れ
た
競
技
を
そ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
根
付
か

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
県
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
安
全
・
活
力
・

安
心
」
の『
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、「
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
防
災
体
制
の
強
化
」「
経
済
情
勢
の
激
変
に
対
す
る
産
業
・
雇
用
の
構
築
」

「
支
え
合
い
、
未
来
に
つ
な
が
る
岐
阜
県
づ
く
り
」「『
清
流
の
国
』
づ
く
り
」

「『
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
』
の
開
催
」「
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
総
仕
上
げ
」
の
６
本
の
柱
を
掲
げ
重
要
課
題
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様

方
の
一
層
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


